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1. はじめに 




























                                                  





管理 55 巻 9 号 (2012) 631 頁． 
5 “スイカ乗降履歴データの外販，JR東が当面見送り 除外希望受け付けを延長”. 日本経済新聞電子版. 
2013-09-20. http://www.nikkei.com/article/DGXNASFK2003K_Q3A920C1000000/,  
(参照 2013-11-03). 
6 Suicaに関するデータの社外への提供についての有識者会議「Suicaに関するデータの社外への提供に
ついて 中間とりまとめ」(2014) 21 頁． 
7 容易照合性については，本稿 27-28頁を参照のこと． 
8 新保史生「ライフログの定義と法的責任―個人の行動履歴を営利目的で利用することの妥当性」情報管
理 53 巻 6 号 (2010) 298 頁． 
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 1.2 国内外の動向 




で「消費者プライバシー権利章典」(A Consumer Privacy Bill of Rights)が宣言された．
また，翌 3月 26日には，連邦取引委員会(Federal Trade Commission, FTC)が事業者及
び政策立案者向けの枠組案として，「急変する時代のプライバシー保護」(以下「FTCプ
ライバシー・レポート」という．)10を公表し，利用者情報に対する保護範囲の捉え方に
ついて，それぞれ検討が行われた．さらに，2013 年 7 月 1 日には児童オンラインプラ











同年 12月 19日には，パーソナルデータに関する検討会の第 13回会合にて，「パーソナ
ルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案)」16が提案された． 
  また，欧州においても個人識別性に関する議論は行われている．EU(European Union)
の 1995年データ保護指令に基づく第 29条作業部会は，2007年 4月に「個人データ概
                                                  
9 White House, Consumer Data Privacy in a Networked World: A Framework for Protecting Privacy 
and Promoting Innovation in the Global Digital Economy (Feb. 23, 2012) [hereinafter A Consumer 
Privacy Bill of Rights], http://www.whitehouse.gov/sites/default/files/privacy-final.pdf. 
10 Federal Trade Commission, Protecting Consumer Privacy in an Era of Rapid Change, 
Recommendations for Businesses and Policymakers (Mar. 26, 2012) [hereinafter FTC Report], 
http://ftc.gov/os/2012/03/120326privacyreport.pdf. 
11 15 U.S.C. §§ 6501-6508 (2013). 
   なお，日本語訳については，入江晃史「オンライン上の児童のプライバシー保護の在り方について―
米国，EUの動向を踏まえて」情報通信政策レビュー 6 号 (2013) 3-16 頁を参考とした． 
12 総務省「パーソナルデータの利用・流通に関する研究会報告書～パーソナルデータの適正な利用・流
通の促進に向けた方策～」(2013) 76 頁  http://www.soumu.go.jp/main_content/000231357.pdf. 
   以下，「パーソナルデータの利用・流通に関する研究会報告書」と略称することがある． 
13 首相官邸「世界最先端 IT 国家創造宣言について」(2013) 26 頁． 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20130614/siryou1.pdf. 
14 匿名化のための要素については，本稿 15頁を参照のこと． 
15 首相官邸「パーソナルデータの利活用に関する制度改正大綱」(2014) 17 頁． 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20140624/siryou5.pdf. 
16 首相官邸「パーソナルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案)」(2014) 17 頁． 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/pd/dai13/siryou1.pdf. 


























                                                  
17 Article 29 Data Protection Working Party, Working Document Opinion 4/2007 on the concept of 
personal data (WP136) (Jun. 20, 2007) [hereinafter Working Document Opinion 4/2007], 
http://ec.europa.eu/justice/policies/privacy/docs/wpdocs/2007/wp136_en.pdf. 
18 Article 29 Data Protection Working Party, Opinion 05/2014 on Anonymisation Techniques 
(WP216) (Apr. 10, 2014) [hereinafter Opinion 05/2014], 
http://www.cnpd.public.lu/fr/publications/groupe-art29/wp216_en.pdf. 
19 Commission Proposal for a Regulation of The European Parliament and of the Council on the 
Protection of Individuals with regard to the Processing of Personal Data and on the Free 
Movement of Such Data (General Data Protection Regulation), COM(2012) 11 final (Jan. 25, 2012) 
[hereinafter General Data Protection Regulation], 
http://ec.europa.eu/justice/data-protection/document/review2012/com_2012_11_en.pdf. 
20 Information Commissioner’s Office, Anonymisation:managing data protection risk code of practice 
(Nov. 20, 2012) [hereinafter ICO Report] , 
http://www.ico.org.uk/for_organisations/data_protection/topic_guides/anonymisation. 
21 石井夏生利「アメリカにおけるビッグデータの利用と規制」 ジュリスト 1464 号 (2014) 32 頁以下． 
22 本稿 37-38頁を参照． 
23 岡村久道「パーソナルデータの利活用に関する制度見直しと検討課題(上)」 New Business Law 1019 
号 (2014) 17 頁以下など． 
24 宇賀克也「「パーソナルデータの利活用に関する制度見直し方針」について」 ジュリスト 1464 号 
(2014) 12 頁以下． 
25 森亮二「パーソナルデータを考える 事業者の立場から見た法規制の課題」 Business Law Journal 





































                                                                                                                                                  
2014年 5月号 (2014) 42 頁以下． 
26 総務省「平成 26年版 情報通信白書」(2014) 478 頁を参考にすれば，「ソーシャルメディア内のテキ
ストデータや，携帯電話・スマートフォンに組み込まれた GPSから発生する位置情報等，膨大なボリ
ュームと複雑な構造を持ち，従来の技術では管理や処理が困難なデータ群」であると定義される． 
27 Children’s Online Privacy Protection Rule, 16 C.F.R. §§ 312-1-312-12 (2013). 
















する主張が，2011年にPaul M. SchwartzとDaniel J. Soloveによってなされている30． 
 















                                                  
28 5 U.S.C. § 552a (2012). 
29 石井夏生利『個人情報保護法の理念と現代的課題―プライバシー権の歴史と国際的視点』 (勁草書房，
2008) 419 頁． 
30 PAUL M. SCHWARTZ & DANIEL J. SOLOVE, The PII Problem: Privacy and a New Concept of 
Personally Identifiable Information, 86 N.Y.U. L. REV. 1814-1894 (2011). 
 なお，日本語訳については，樋口範雄訳「個人情報保護とプライヴァシー：個人を識別しうる情報の意
































 2.3 児童オンラインプライバシー保護法の規則改正 
Paulらが PII概念の再検討を主張する一方で，米国のプライバシー保護法制の執行機
関である FTCでは，オンライン上の行動ターゲティング広告の文脈において，PII概念
よりも広い保護範囲の検討が行われてきた．その一つに，2013 年 7 月 1 日に行われた
児童オンラインプライバシー保護法(Children’s Online Privacy Protection Act of 1998, 
COPPA) 35の規則改正が挙げられる．COPPAは連邦議会に対する FTC勧告36を受けて
1998 年に成立したもので，13 歳未満の児童を対象としたウェブサイト事業者やオンラ




34 樋口は「PIIバージョン 2 (PII 2.0)」と名付けている． 
35 Children’s Online Privacy Protection Act of 1998, 15 U.S.C. §§ 6501-6508 (2013). 
   なお，日本語訳については，入江晃史「オンライン上の児童のプライバシー保護の在り方について―
米国，EUの動向を踏まえて」情報通信政策レビュー 6 号 (2013) 3-16 頁を参考とした． 
36 Federal Trade Commission, Privacy Online: A report to Congress (1998), 
http://www.ftc.gov/reports/privacy3/priv-23a.pdf (last visited 2013/10/13). 

































 2.4 消費者プライバシー権利章典 
  個人データの保護範囲に係る米国連邦政府の報告書として，近年公表されたものとし
ては，2012年 2月 23日発表の「消費者データプライバシー」が挙げられる．本報告書
の中では，「消費者プライバシー権利章典」(A Consumer Privacy Bill of Rights)が宣言
され，個人データの定義及び消費者の持つ権利，FTCの権限等に関して提案がなされた．
連邦政府の提案によれば，本宣言は，商業利用されるあらゆる個人データに対して適用
                                                  
37 入江論文では，「個人データ」ではなく「個人情報」(personal information)という訳語が用いられて
いるので，ここではその表記に従った． 
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  本宣言においては，消費者の持つ権利として「個人コントロール」(Individual Control)，
「透明性」(Transparency)，「コンテキストの尊重」(Respect for Context)，「安全性」
(Security)，「アクセスと正確性」(Access and Accuracy)，「収集制限」(Focused Collection)，
「企業責任」(Accountability)の 7つの原則が示されている39(以下の表 1を参照．)． 
 

































                                                  
38 A Consumer Privacy Bill of Rights, p. 10. 
39 Id., p. 1. 










2.5 FTC プライバシー・レポート 
 2.5.1 概要 









一層の透明性」の 3点が挙げられた(以下の表 2を参照．)． 
 










   
2.5.2 スタッフ中間報告書からの修正点 




                                                  
40 FTC, Protecting Consumer Privacy in an Era of Rapid Change: A Proposed Framework for 
Businesses and Policymakers, Preliminary FTC Staff Report (Dec. 2010), available at 
http://www.ftc.gov/os/2010/12/101201privacyreport.pdf. 
41 一例として，Do Not Track(Web上でのトラッキングを消費者が拒否することができる仕組み)が挙げ
られている． 
42 例えば，実業界や弁護士，科学技術者，個人消費者など，多岐にわたる． 


































  2.5.3 枠組み実施のための 5つのアクション 




                                                  
43 枠組みの適用範囲を検討するに当たり，識別性と匿名化，及び個人データの保護範囲に関する言及が
なされている．これらについては，次項以降にて改めて詳述する． 
44 FTC Report, p. 16. 




表 3 枠組み実施にあたっての 5つのアクション 
Do Not Track 
トラッキングに対する取り組みを行っている各種
団体45と FTC が協力して，頑丈かつ有効な，利用

























  2.5.4 枠組みの適用範囲 








   まず，保有データの量，種類及び目的による区分という観点からは，5,000 人以下
の制限された量の，機密性を持たない消費者データのみを収集する企業に関しては，
                                                  
45 例えば，ブラウザベンダー，Digital Advertising Alliance(DAA, デジタル広告同盟)，World Wide Web 
Consortium(W3C, WWWコンソーシアム)等が挙げられる． 
46 本稿 12頁を参照． 




















   さらに，合理的にリンク可能なデータの判別という観点から，その判断を行うため
の要素として，以下の 3点(以下「匿名化の 3要素」という．)を掲げた． 
 
  (1) 一定のデータ集合について，合理的に識別することができないこと． 
  (2) 企業が公共に対して，当該データを再識別しない旨を約束していること． 











 3.1 1995 年 EU データ保護指令 
  欧州における個人データ保護法制は，1995 年 10 月 24 日に欧州議会および理事会に
                                                  
47 FTC Report, p. 16. 
48 Id., p. 16. 
49 Id., p. 18. 
50 Id., p. 22. 

















表 4 個人データ保護に関連する用語の定義(EU データ保護指令) 


























   
 
                                                  
51 The European Parliament and of the Council, Directive 95/46/EC on the protection of individuals 
with regard to the processing of personal data and on the free movement of such data (Oct. 24, 
1995) [hereinafter Directive 95/46/EC], 
http://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:31995L0046&from=EN. 
52 Directive 95/46/EC, p. 38-39. 
53 Id., p. 38-39. をもとに筆者が表を作成． 














 3.2 個人データ概念に関する意見書 








性のある(Identified or Identifiable)」，「個人(Natural Person)」の 4つの要素に分け，
それぞれ分析を行っている． 
  












                                                  
54 Directive 95/46/EC, p. 33. 
55 本稿 16頁を参照． 
56 Working Document Opinion 4/2007, p. 3. 
57 Id., p. 6. 
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58 Working Document Opinion 4/2007, p. 9. 
59 本稿 16頁を参照． 
60 Working Document Opinion 4/2007, p. 12-13. 













 3.3 一般データ保護規則提案 
















 (1) 連合法の範囲外の活動に属するもの(特に，国家安全に関するもの．)． 
 (2) 連合の機関・法人・組織等によるもの． 
 (3) EU条約第 2章66の範囲に属する活動を行う加盟国によるもの． 
 (4) もっぱら個人的または家庭的活動の中において，利害関係を全く有さない自然人に
よるもの． 
                                                  
61 Working Document Opinion 4/2007, p. 22-23. 
62 Directive 95/46/EC, p. 39. 
63 Convention for the Protection of Human Rights and Fundamental Freedoms. 1 E.C.H.R. § 8 
(2009). 
64 Working Document Opinion 4/2007, p. 24. 
65 General Data Protection Regulation, p. 40. 
66 Treaty on European Union and the Treaty on the Functioning of the European Union. 2 EUR-Lex. 
§§ 23-46 (2012). 













  規則提案においては，前記 EUデータ保護指令において示された定義を参考に，個人
データ保護に関連する用語について，下表のように定義を行っている68． 
 
表 5 個人データ保護に関連する用語の定義(一般データ保護規則提案) 
原語 日本語訳 定義 




























                                                  
67 General Data Protection Regulation, p. 41. 
68 Id., p. 41-42. をもとに筆者が表を作成． 
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 3.4 匿名化技術に関する意見書 














                                                  
69 General Data Protection Regulation, p. 43. 
70 Article 29 Data Protection Working Party, Opinion 05/2014 on Anonymisation Techniques 
(WP216) (Apr. 10, 2014) [hereinafter Opinion 05/2014], 
http://www.cnpd.public.lu/fr/publications/groupe-art29/wp216_en.pdf. 
71 データと個人との間の強力な結びつきを取り除くことを目的として，当該データの確度を変化させる
技術．Opinion 05/2014, p. 12を参照． 
72 データの等級について，各々の尺度や順序を変更することにより，データ主体の属性を一般化・希釈
化する技術．Opinion 05/2014, p. 16を参照． 
73 記録の中に存在するある属性(主として固有の属性)を，他のものに差し替える手法．Opinion 05/2014, 
p. 20を参照． 




表 6 各匿名化技術の長所と短所75 
 個人選別のリスク 連結性のリスク 個人推定のリスク
仮名化 ある ある ある 
ノイズ付加76 ある おそらくない おそらくない 
置換77 ある ある おそらくない 
アグリゲーション／ 
K-匿名性78 
ない ある ある 
L-多様性79 ない ある おそらくない 
差分プライバシー80 おそらくない おそらくない おそらくない 
ハッシュ法81／ 
トークン化82 















                                                  
74 Opinion 05/2014, p. 3-4. 
75 Id., p. 24. 
76 ランダム化の一種であり，データセット中の属性を，全体の状態を保ちながら確度を減少させるよう
に変化させる技術．Opinion 05/2014, p. 12を参照． 
77 ランダム化を行うための手順のうちの一つ．Opinion 05/2014, p. 15, 29を参照． 
78 いずれも一般化の一種であり，グルーピングによるデータ主体の選別を防ぐことを目的とした技術．
Opinion 05/2014, p. 16を参照． 
79 K-匿名性を拡張させた一般化の一種であり，同値のクラス間において，全ての属性が異なる値を持つ




ら適用することができる．Opinion 05/2014, p. 15を参照． 
81 仮名化を行うための手順のうちの一つ．Opinion 05/2014, p. 20を参照． 
82 主に金融部門において用いられる仮名化の一種であり，カードの ID番号をよりリスクの低い値に差し
替えるための手法．Opinion 05/2014, p. 21を参照． 


























 3.5 英国 ICO 報告書 
  3.5.1 概要 






   本報告書の前提として，1998 年に制定された英国データ保護法(Data Protection 




                                                  
83 Opinion 05/2014, p. 23. 
84 ICO Report, p. 5. 
85 legislation.gov.uk §§ 1-75 (1998). 









  3.5.2 個人データの定義 
   前記 DPAにおいては，「個人データ」を以下のように定義している． 
    




   ここでいう「その他の情報」とは，データ管理者によって所有されまたは所有され
る可能性のある情報であって，個人に関する何らかの意思表示を含み，それとともに，
データ管理者やその他の第三者の何らかの意思表示も含んでいるものを意味している． 













  3.5.3 匿名化と個人識別性 




                                                  
86 ICO Report, p. 6. 
87 Id., p. 11. 
88 Id., p. 11. 
89 Id., p. 30. 
90 本稿 17頁を参照． 






   一方，本報告書においては，個人データの定義を実際に運用するにあたり，以下の
2つの主な理由により，困難が生じる可能性について言及している． 
 

















  3.5.4 匿名化データの公開方法に関するフローチャート 





                                                  
91 ICO Report, p. 12. 
92 Id., p. 18, 36. 
93 Id., p. 34. 
94 Id., p. 17. を参考に筆者が図を作成． 
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4. 日本における個人識別性に関する議論 
 4.1 日本における個人情報保護法制 
  4.1.1 個人情報保護法 












  (1) 「個人に関する情報」であること 






  (2) 「生存」する個人の情報であること 




  (3) 個人識別性があること 









                                                  
95 岡村久道『個人情報保護法の知識』 (日本経済新聞出版社，第 2版，2010) 92-98 頁． 
96 園部逸夫編『個人情報保護法の解説』 (ぎょうせい，2003) 49 頁． 






  4.1.2 行政機関情報公開法等 



















   以下では，本号における個人識別性を規定した箇所について，3 つの構成要素に分
けて述べる． 
 
  (1) 「当該情報に含まれる氏名，生年月日その他の記述等により特定の個人を識別す
ることができるもの」 
 





                                                  
97 園部・前掲注(96) 『個人情報保護法の解説』 49 頁． 
98 右崎正博ほか「新基本法コンメンタール 情報公開法・個人情報保護法・公文書管理法」別冊法学セ
ミナー 224 号 (2013) 37-38 頁． 
99 右崎ほか・前掲注(98)「新基本法コンメンタール 情報公開法・個人情報保護法・公文書管理法」 39    
  頁． 
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  (2) 「他の情報と照合することにより，特定の個人を識別することができることとな
るものを含む」 
















  (3) 「特定の個人を識別することはできないが，公にすることにより，なお個人の権
利利益を害するおそれがあるもの」(権利侵害情報) 







 4.2 総務省パーソナルデータの利用・流通に関する研究会 
  4.2.1 概要 
   日本では，前記の米国や欧州における個人識別性に関する議論の高まり等を背景と
して，2012年 11月，プライバシー保護等に配慮したパーソナルデータ(個人に関する
情報)のネットワーク上での利用・流通の促進に向けた方策について検討するために，
総務省パーソナルデータの利用・流通に関する研究会が発足し，翌年 6 月 12 日に報
告書が公表された．本報告書は，パーソナルデータの適正な利用・流通の促進に向け
                                                  
100 右崎ほか・前掲注(98)「新基本法コンメンタール 情報公開法・個人情報保護法・公文書管理法」 39    
  頁． 
101 宇賀克也『新・情報公開法の逐条解説』 (有斐閣，第 5版，2010) 73 頁． 
102 “情報公開法要綱案(中間報告)全文”. 総務省. 1996-04-24. 
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/gyoukan/kanri/b_20.htm, (参照 2015-01-10). 
103 宇賀・前掲注(101)『新・情報公開法の逐条解説』 74 頁． 













  4.2.2 パーソナルデータの利活用の枠組み 
  (1) パーソナルデータ利活用の 7原則106 
























                                                  
104 総務省・前掲注(12)「パーソナルデータの利用・流通に関する研究会報告書」 1 頁． 
105 総務省・前掲注(12)「パーソナルデータの利用・流通に関する研究会報告書」 6 頁． 
106 総務省・前掲注(12)「パーソナルデータの利用・流通に関する研究会報告書」 21-23 頁． 
 31 / 60 
 




























  (2) パーソナルデータの取扱いの在り方107 




  ① 一般パーソナルデータ 
保護されるパーソナルデータのうち，プライバシー性が高くないもの108． 
 




  ③ センシティブデータ 
保護されるパーソナルデータのうち，プライバシー性が極めて高いもの110． 
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  4.2.3 枠組みの本格的な実施のための方向性 
   本報告書では，前項で提示されたパーソナルデータの利活用の枠組みの実施にあた
っては，個人情報保護法の在り方の見直しなど，制度的な取組が必要不可欠であると
指摘している． 












































   本報告書では，以下の 5つの具体例に即して，それぞれのケースにおいて保護され
るべきパーソナルデータに該当するか否かの考えを整理している． 
 
  (1) 個人の PCやスマートフォン等の識別情報(端末 ID等)など 
   一義的には PC やスマートフォンといった特定の装置を識別するものであるが，実
質的には特定の個人と継続的に結びついており，実質的個人識別性の要件を見たすと
                                                  
















  (3) 継続的に収集される購買・貸出履歴，視聴履歴，位置情報等 




























                                                  
116 総務省・前掲注(12)「パーソナルデータの利用・流通に関する研究会報告書」 33 頁． 
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(2013) 5 頁． 
119 経済産業省・前掲注(118)「パーソナルデータ利活用の基盤となる消費者と事業者の信頼関係の構築に
向けて」 7-9 頁． 
120 経済産業省・前掲注(118)「パーソナルデータ利活用の基盤となる消費者と事業者の信頼関係の構築に
向けて」 11-15 頁． 



















 4.4 世界最先端 IT 国家創造宣言 















                                                  
121 経済産業省・前掲注(118)「パーソナルデータ利活用の基盤となる消費者と事業者の信頼関係の構築に
向けて」 18-19 頁． 
122 経済産業省・前掲注(118)「パーソナルデータ利活用の基盤となる消費者と事業者の信頼関係の構築に
向けて」 21-22 頁． 
123 首相官邸・前掲注(13)「世界最先端 IT 国家創造宣言について」 26 頁． 
124 首相官邸「世界最先端 IT 国家創造宣言の変更について」(2014) 30 頁． 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20140624/siryou1.pdf. 
125 首相官邸・前掲注(124)「世界最先端 IT 国家創造宣言の変更について」 4-5 頁． 



















 4.5 内閣官房パーソナルデータに関する検討会 
  前記「世界最先端 IT 国家創造宣言」を受けて，内閣官房パーソナルデータに関する














                                                  
126 首相官邸・前掲注(124)「世界最先端 IT 国家創造宣言の変更について」 8-9 頁． 
127 首相官邸「パーソナルデータの利活用に関する制度見直し方針」(2013) 5 頁． 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/dec131220-1.pdf. 
128 首相官邸・前掲注(124)「世界最先端 IT 国家創造宣言の変更について」 28-29 頁． 
129 首相官邸「パーソナルデータの利活用に関する制度見直し方針(案)」(2013) 6 頁． 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/pd/dai5/siryou3-1.pdf. 
130 首相官邸・前掲注(127)「パーソナルデータの利活用に関する制度見直し方針」 5 頁． 
131 鈴木正朝「「パーソナルデータの取扱いルール整備に向けて検討すべき論点」について(私案)」(2013) 














 4.6 パーソナルデータの利活用に関する制度改正大綱 
  4.6.1 概要 
   前記「パーソナルデータの利活用に関する制度見直し方針」に基づき，具体的に個
人情報保護関係法令の改正等により措置する内容の方向性として，2014年 6月 24日，
「パーソナルデータの利活用に関する制度改正大綱」が閣議決定された． 




















                                                                                                                                                  
2 頁以下 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/pd/dai2/siryou1-2.pdf. 
132 首相官邸・前掲注(15)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正大綱」 10 頁． 





































                                                  
133 認定を受けた民間団体は，「認定個人情報保護団体」と呼ばれる． 
134 首相官邸・前掲注(15)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正大綱」 10-12 頁． 
135 首相官邸・前掲注(15)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正大綱」 13-16 頁． 
136 「パーソナルデータの利用・流通に関する研究会報告書」や「パーソナルデータの利活用に関する制
度見直し方針」等においては，「センシティブデータ」という用語を用いている． 







   本大綱によれば，個人情報保護法改正に向けた今後のスケジュールとして，2015
年 1月以降，可能な限り早期に関係法案を国会に提出することとしている138． 
 
  4.6.2 パブリックコメントの結果 
本大綱は，公表の翌日から 1か月間(2014年 6月 25日～2014年 7月 24日)，パブ
リックコメントに付された．その結果，個人 142名，法人・団体 71社の計 213名か




























                                                  
137 首相官邸・前掲注(15)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正大綱」 11 頁． 
138 首相官邸・前掲注(15)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正大綱」 9 頁． 
139 首相官邸「パーソナルデータに関する制度改正大綱のパブリックコメント結果」(2014) 145 頁． 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/pd/pdf/h261007.pdf. 
140 首相官邸・前掲注(139)「パーソナルデータに関する制度改正大綱のパブリックコメント結果」 1-2 頁 
をもとに筆者が作成． 





































 4.7 パーソナルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案) 
  4.7.1 概要 
   前記パーソナルデータの利活用に関する制度改正大綱へのパブリックコメント等を








                                                  
141 首相官邸・前掲注(16)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案)」 2 頁． 
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  (1) 個人情報の定義の拡充 
  (2) 匿名加工情報(仮称)に関する規程の整備 
  (3) 個人情報保護委員会の新設及びその権限に関する規程の整備 
  (4) 第三者提供に関する改正事項 
  (5) その他の改正事項 
 
  4.7.2 個人情報の定義の拡充 




   生存する個人に関する情報であって，次のいずれかに該当する文字，番号，記号そ
の他の符号のうち政令で定めるものが含まれるもの． 
 
  (1) 特定の個人の身体の一部の特徴を電子計算機の用に供するために変換した符号で
あって，当該個人を識別することができるもの(例：指紋データ及び顔認識データ)． 
 





  4.7.3 匿名加工情報(仮称)に関する規程の整備 













                                                  
142 本稿 27-28頁を参照． 
143 首相官邸・前掲注(16)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案)」 2 頁． 
144 本稿 38頁を参照． 
145 首相官邸・前掲注(16)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案)」 4 頁． 
 43 / 60 
 














  4.7.4 個人情報保護委員会の新設及びその権限に関する規程の整備146 















  4.7.5 第三者提供に関する改正事項 






                                                  
146 首相官邸・前掲注(16)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案)」 14 頁． 
147 首相官邸・前掲注(16)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案)」 8 頁． 
 44 / 60 
 





  (1) 第三者への提供を利用目的とすること． 
  (2) 第三者に提供される個人データの項目． 
  (3) 第三者への提供の方法． 
  (4) 本人の求めに応じて，当該本人が識別される個人データの第三者への提供を停止
すること，及び本人の求めを受け付ける方法． 
 




  (1) 我が国と同等の水準にあると認められる個人情報保護の制度を有している国とし
て，個人情報保護委員会が定める国にある第三者に提供すること． 




  4.7.6 その他の改正事項 












                                                  
148 首相官邸・前掲注(16)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案)」 10 頁． 




151 首相官邸・前掲注(16)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案)」 8 頁． 
152 首相官邸・前掲注(16)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案)」 12 頁． 
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5. 比較法的考察 
























  個人データの保護範囲に係る米国連邦政府の報告書としては，2012年 2月 23日に消
費者データプライバシーが公表され，その中で消費者プライバシー権利章典が宣言され
ている．この宣言は，商業利用されるあらゆる個人データに対して適用されるものとさ





  また，同年 3 月 26 日には，前記消費者プライバシー権利章典の宣言を受けて，FTC
                                                  
153 石井・前掲注(29)『個人情報保護法の理念と現代的課題―プライバシー権の歴史と国際的視点』 419 
頁． 
154 PAUL M. SCHWARTZ & DANIEL J. SOLOVE, The PII Problem: Privacy and a New Concept of 
Personally Identifiable Information, 86 N.Y.U. L. REV. 1814-1894 (2011). 
155 入江晃史「オンライン上の児童のプライバシー保護の在り方について―米国，EUの動向を踏まえて」
情報通信政策レビュー 6 号 (2013) 3-16 頁． 
156 A Consumer Privacy Bill of Rights, p. 10. 












として， 以下の匿名化の 3要素を提案している． 
 
 (1) 一定のデータ集合について，合理的に識別することができないこと． 









 5.2 欧州の議論状況の総括 












                                                  
157 FTC, Protecting Consumer Privacy in an Era of Rapid Change: A Proposed Framework for 
Businesses and Policymakers, Preliminary FTC Staff Report (Dec. 2010), available at 
http://www.ftc.gov/os/2010/12/101201privacyreport.pdf. 
158 FTC Report, p. 16. 
159 Id., p. 22. 
160 Directive 95/46/EC, p. 38-39. 
















  2012年 1月 25日には，個人データの保護に関する規則と，個人データの自由な移動
に関する規則をそれぞれ定めることを目的として，欧州委員会により一般データ保護規





















                                                  
161 Directive 95/46/EC, p. 33. 
162 Working Document Opinion 4/2007, p. 12-13. 
163 General Data Protection Regulation, p. 41-42. 
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ものとなると指摘されている164． 





  生存する個人に関するデータであって， 
 (1) 当該データによってその個人が識別できること． 
 (2) 当該データとその他の情報の双方によって，その個人が識別できること． 
 








 5.3 日本の議論状況の総括 
  5.3.1 骨子案に至るまでの道のり 

















   これに対して，前記の米国や欧州における個人識別性に関する議論の高まり等を背
景として，日本においては現在，個人情報保護法の改正に向けた議論が進められてお
り，2015 年 1 月以降，国会への法改正案の提出が予定されているところである．そ
                                                  
164 Opinion 05/2014, p. 23. 
165 ICO Report, p. 6. 
166 Id., p. 12. 
167 Id., p. 18, 36. 
168 宇賀・前掲注(101)『新・情報公開法の逐条解説』 73 頁． 
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169 総務省・前掲注(12)「パーソナルデータの利用・流通に関する研究会報告書」 6 頁． 
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可能であると考えられている170． 
   その後，2013年 6月に閣議決定された世界最先端 IT国家創造宣言(同宣言はその後，
2014年 6月に改正版が閣議決定．)を受けて，内閣官房パーソナルデータに関する検









   これらすべてを満たす場合については，本人への同意なく，事業者の第三者提供を
可能にすべきものと提案された． 




















                                                  
170 総務省・前掲注(12)「パーソナルデータの利用・流通に関する研究会報告書」 33 頁． 
171 鈴木・前掲注(131)「「パーソナルデータの取扱いルール整備に向けて検討すべき論点」について(私案)」     
2 頁以下． 
172 首相官邸・前掲注(127)「パーソナルデータの利活用に関する制度見直し方針」 5 頁． 
173 首相官邸・前掲注(15)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正大綱」 10 頁． 
174 首相官邸・前掲注(15)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正大綱」 10-12 頁． 














  5.3.2 骨子案の総括 








  (1) 特定の個人の身体の一部の特徴を電子計算機の用に供するために変換した符号で
あって，当該個人を識別することができるもの(例：指紋データ及び顔認識データ)． 
 










                                                  
175 「パーソナルデータの利用・流通に関する研究会報告書」や「パーソナルデータの利活用に関する制
度見直し方針」等における「センシティブデータ」に相当するものと考えられる． 
176 首相官邸・前掲注(15)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正大綱」 13-16 頁． 
177 首相官邸・前掲注(16)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案)」 2 頁． 
178 「パーソナルデータの利活用に関する制度改正大綱」で述べられた「個人が特定される可能性を低減
したデータ」 に相当するものと考えられる． 





















 5.4 考察 














                                                  
179 首相官邸・前掲注(16)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案)」 4 頁． 
180 本稿 39頁注(133)を参照． 
181 首相官邸・前掲注(16)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案)」 14 頁． 
182 「パーソナルデータの利活用に関する制度改正大綱」で述べられた「機微情報」 に相当するものと
考えられる． 
183 首相官邸・前掲注(16)「パーソナルデータの利活用に関する制度改正に係る法律案の骨子(案)」 8, 12 
頁． 



















































  5.4.3 骨子案の評価 






  ① 個人識別性のあるもの 
  ② 容易照合性により，個人識別性が認められるもの 
  ③ 新要件により，個人情報に該当すると判断されるもの 
 






























































  (3) 個人情報保護委員会の設置について 
個人情報保護委員会は，認定個人情報保護団体が届け出た個人情報保護指針に対す
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